










訓『 な~ .:-!-・會とす る 11 木）i;'l菜:(t, 料u鳳農 〗~:: と も言ーし 、換え るこ と力 ~-cこ きる． 水Ilo) IHJ允ば，罰漑）］］水の
羅（兄と'r叫 /;rIx、l係があっ た．すなわ鯰 「I本における水Iの間発は， 古 くは祁池の応已や小）且松な溝
炭の開さくに よって始主り， rjI小阿川を水i)息とする蘭賃剛n水路の建設による水!Tl「月］発に直んた］）． 中
iせ に おし、て (t 罹＇祖事業の直歩は停郡• しに瓜罰虹）j囮設の帖Vi化や川水配分の合」用化が行わ九た2). 大
河川：こ）IJ水i!見を求めてその流域の水ITl!Jl兌が活発に進められたのは近1仕に入ってからてあり，恥蔀休
もと：こ」）JIり気凸Jlf,/:iヵ;>;f迄し，灌贋）・1水：［各ヵ‘整仙さ九てヵヽ らてあった3). 日本にお‘ける翌畠＇な 流
忙かある一人iif) I 泣域の沖柏平野の多く：よ，地形勾配が急な扇状地地形とよべる4『徴をもってし、る． こ
のような、「1クな条件に罰きかけ農叉水利嵐没/と芯り許l賃町する方j)_、としては， 自然の重カエネルギーを利
る['!処流 l;:.iー(JI)水路こよ るもび）/J ¥ J旦も交｝）合欠(jてあり ，現在てぱこの ような罹襄方式がEl木の‘許應寝
を代｝、ずるものてあ ろ4), その最もよし、例の 1つが北1怜地方の諮扇状地におし、てみられる． この罹漑
り'):1点ヵ、＼ 、力'/"cるも］）てある力、を，北恥：地方て最 も餃式(1りなJi.-J:JK地地形を」『ち，五代的罹漑、ンス
テム；＇）、）」此 1;1してし、る「恥）1 LJ:i:!J、J也 U) 'j\・（ダリで分析・ 記述するの力； こ の恨~\ O)第 l O)「I1'.JZてある．
とこ ;・)-c,、1t1:f地）jの ，r¥L月:1;地にわし、て(;t) {「戸木期主てにほほ全域にわたる水田化が兄成 した
;）；， (: 水i文('[f U)_-1い、｝しと 4ヽ(1/i'/、叶祖氾V危，凸のため，不安；し汰伯（『力、趾：し、亡． 今[1み ら九るよう は五代的置
且麗，1cl)ノ』こ成と， そ-;Ji.,に（＇「う） 廿水1:むの）l'J『泊， .f:?i『「の安］し化は，叫沿J!J以降のさまざまな仄エ水利亨
よるも i})てある・ い状地ぢよひ、大河）I流域の沖柏平野の罹慨の允辻と，その笈囚につ＼，、て検討 し
た心 し')として， •まず竹 I ;、J 凸了「 O) 一止 U){リ r :元力；あげ られる． 松木••平や仰炒使）I J、i,i:IKJ也：こおける研究で
は：＇） 土地利）I J における畑（『の小越の l泉囚を主として罹漑上の ~j;lj~久）に求めてぢり ）祈1易県1月）I水系の




きさとの1月近て検討した8). 詞＇睾ば＇［＇；『山州の）， i国地における農業）・1水の合 「l市立を論心するにあた
り，それを丈現する変囚を, ~LP『力の兄）艮段 I堺 ， n然条{'I:, .~ 1 ・：木技術） J)lf.J I付部の仕.ii(l;~J(系の外に，
外1〖条 (!I: として， !'I」より のfili 叫金， 允心Jr;,~の直廿し 1少1五 {!If)1改修・]¥・y、Itとの側『liから検』した 'l)
森遁ば第二次大戦後の発心エ菜，上水道などの川水＇；ぶ度の J許大によって，農業水利を叶l心とした河
） I水T-'IJT)が窒化したことに4斤I]し，河）I 水利川の現状を知り化した］（）． また!'::―iJ¥:! 文部市化の旦業）「l水
への影翌偲を広，1;,rj の事（タlj て検 ~-J し 1 I), さらに新:jj: • 野木」は匠IJの完辻， （エ克J也化と柏（午―RJi,鯰 水伯早JUJ.
110 人文J也）咀学研究一
栽訊． 水，；闊汲のい的・ 質的笈化をもたらしfこことな諭してし、忍） l.~ ) . このよ うに，リ］治]l:Jj以降大
河） 11 泣域 O)i乳乳ヽンステム())~変化：］：／こい出こ追み，その玄化己四の背凰や丈1月につ＼、てさ立ざ主な恨I]jr'(jか
ら杉：』さ仇てきた． そこて本：・l{t;-の第 :2o) 1 ~ 1 的 として，汎在の手収）1恥1:人」也ヽ バ記鳳、ンステムかどのi
うな経過左斎fてJI幻成さ打たかを検』し，さら：ことの背凰をク只）［する． そのI界に上として［リ］恰期以降の
椛；＇悶・j「]この進）民に/ー;-LIする．そして北1花地方：こ認ける悴［」刊の:J.1質む捉える手かかりを得ようとする，
似f:介：文、J-~久 J也 j戌である丁—,JfZJI I J月1人J也'.;;~' : 石）II県のII I火 し， 竹蔚u恥路延」~70 . 8km の手阪）I 
iこよって さhたらのでちり '-{-0)『i鼠［土脊り150km2てもる． この）月」）＼」息：［北I砕：以迅石）II 
妙）r、J-:;こを とし，そU)』i:髯平賢'.ti『jl2km, j、/i;I)~ 地の/)1」）C{J it刷） 1101立と崖ってし、る．扇状地の平均
勾jl記は 1/155であり， 扇凰出の 1/120から扇端祁の 1/'.200へと徐々：こ話かになる．ここてt,l明治
中期から』地整迎力｀改加され，扇状地にtY・t1な徽高地は現在ではみられな＼、.J:J哀の）亨さは，現河床
の北側に扱する）i I北村や『汀側：こJ立する辰Iご1町．で(:L30 cm以ドと湛し、力；，］且状地の北釆i齢や南翌1;では90
,._, 100 cmこら込する1:1)_その泊'i棗，減水深(;)、 20~30mm,・1 と他の北1州地）jしT);J;J:j大地と比校する と
小さ＼，ヽ1.n_
Fti:!Jく」也： t)』mカヽら）j父身l· :!)、~:こ広カヽ る］［漑）:jJ水路網て-J,;J:,わjし｝ そこに 1:2, 000 ha o)ノj,zl!Iカヽ廿けてー
し、る．水rnの裏作の白菜やキャヘッ， カプなどの栽培や， トマトやキュウリ左牧 J名する）庫設 r•~~I 芸もわ
ずか：、こみら九るが，水扁作が農菜経臼の中心となってし、る．行政区域がノ、こ全＇こ h,i:V~地に合主hる松任
， 州fべ・ iIIJ, 、『 ~1:111r, n 1~1 uJ: こh・t-J・;s フJc!』」 、jこ，1975年、こ：;]:、そ h ぞ j し ~J7 8, ~-l9. l 97 b、9991xと
I埒ゞ‘ :ヽ•, 1 .., ・,!,.- 了· !l'.UIJi1W~ 」巳 O)"r;Tl!Jj」｛こ!':,;する条•［汀！ー）1也「i'Jj"f直と炭ぶ数 (1975'.!')
I i--・ 症,-, ． ,ヽ， _.c_, ・ 軌 J!i.:_ fJ Orn) iH tゞ · :Ht 〗!，、 ',J rJ C'l'/ tr. (1 i)
-n1 1nJ tJ 
訟'々・ I-・l,;! ィ:<•以:,. ； ! 「l ・ril わj,;,j J也 熙~'-、-~火,;:_f.I -, ・-, . r- .",  みゞ. ；4~、 江ド オ'i'Iミ•• 第 1f, 「l 笥2種
、叫＾, 乙•. ;，}＼ I :i' 5,855 4、910 (190 
~つ ;:),-;r) 7,44J 42G 7,017 1゜,505 5,512 (100 O) (8:) 9) (11 8) (4 3) (100 O) (5. 7) (04 :3) (2 2) (74 1) 
;j公 uh-~ ・ . I1-J ・ :1, 890 '.l, 805 58 27 2,987 1 ()() :2,821 l, 027 1,794 (100 0) (97 8) (1 5) (0 7) (100.0) (5 (;) (91 4) (:34. 1) (iiO 0) 
野々 Il. !ilJ (;% り90 4 2 ／汎A 2h G:38 214 424 (100 0) (99 1) (0 6) (0 3) (l 00 0) (3. 9) (% l) (:32 2) (li:3 8) 
,fr, . _;,・.j, ノヽliヽ,:~ [!]― 912 858 49 5 900 21 879 120 759 
(100 0) (94 1) (5 4) (0 5) (100. 0) (2 3) (97 7) (13 3) (84 4) 
入― J ! l 町 331 32G r J ゜:333 (-i 327 
()G 2Gl 
(100 0) (98 5) (1 5) (0 0) (100 0) (L 8) (98 2) (19 8) (78 4) 
JIー：
771 75("i 13 2 l, 140 17 1,123 70 1,053 1~1 附 , (100 0> (98 0) (l 7) (0 :3) (100 0) (1 5) (98 5) (6 1) (92 4) 
根 上
：' 708 ； I ＇ ！ (i74 :3 1 900 30 870 139 731 
Ii] (100. O) (95.'.3) (4 7) (0 1) (100 0) (1 3) (% 7) (15 5) (8 2) 
青・ Ji= 町 628 Gl3 15 ゜812 12 800 92 708 (100 0) (97 G) (2 -1) : (0 0) (100 0) (1. 5) (98 5) (11 3) (87 2) 
J 1 北 i寸 89/3 895 1 ゜702 13 689 197 
-492 
(100 0) (99 9) (0 1) (0 O) (100 0) (l 9) (98 1) (28 0) (70 1) 
{~ ", ・r ' 14、687 l、1527 868 292 3,430 11,734 (100 0) (92 1) (5 9) (2 0) (21 6) (73 9) 
（ ）（だ）If 1; ま百分率. • 令（「(I打とぐり米吋，反仁11」の湯合：まー胄1j諮状J也域外を合も氏
1~''. 料- 1975什:1四業センサス、石）If限統計刃，
丁•以 Jlj 扇 IJミ地の糀賎 (I「1 林） 111 
いう廿］平を示 し， これに よって らし、かに水柏作がこの地域て屯炭て応るかが明確てあ る （第 l
しかし，平均賛，璧規松が lha前後とし、う この地域の闘家は，当然のことながら水伯作のみでは現代
的生ili水叫I;,ど糾月』ずるこ とができず， 多く( ; ~)[じいこ従胄し て＼． 、 る ． ］正）IJ J, 裏公な多く Ji1つ金iN1打を五 <
にひiか、こ又:, E』'i;『化）姐}j』外[;f ヵ'~ .—糾文化）］尤年J I・・JI肛 と 1:t っ て~\.、 ヽ る
廿 灌漑施設と水利組織
1) 取水施設と抽幹）il水路
手1'2JIJ』状地の乳112,000 ha rJ)水IJ!への農菜）Tl水！ご，現 蒻~iFI合［の作凸来llJ白山地区の手坂）I木
蓋に設けら、｝した 白山堰炭によって 一話 して坂り入れられている． 褐水iJ:.1jの阪水兄を安定させるため
に，了:J(i.Jl」立大の文流てある大 日）i Iに改げ られた大UJIダムから，白山Ji砂いこ）l水が補給さ、｝しる．白
山堰堤て阪り入れられ亡）l水は， 2木の）iぃ：i(>:JTJ水路を流れる 1本は白山発軍所の取水路てあ り）発













9,176 haと悛名の罹狐［［叶立 3,056ha 左晶礎としてい




のうち 43.53 m:; / sec. 7う；手阪）1仁ケ）TJ水へ， 14. 51 m:i / sec. が＇胄竹）廿水に
水への 14.51 m:; / sec. 
~l fjl、リi)IJノj(力；











































：こ依 1;[ さ，h ており，分 ;Jc-~・［と凸イポン
バく『各け□さらに四へ形J2km伸ひ， そこて北
：こ臼か〉 1)(/)と四へ1月か〉ものに分且る. il胃から'.;〖,，；，；膨）IJ水路と祖1;n1水路カヽ，後古から(j:、1[叶］川水
格と 1L1{¥)!J水li'各，大I羹、『）l水『各， 1[,1;,し）iJ水胃＇各，］り i妙）1 JT水路力＇、分岐してし、る．丁: Jl; J 1しヶ月］水路と 7
つ 0)冒；(¥il JI i ;i;:_l!嗜への分］に加，心（土， 三f:Jii.JII- しケ）1 」 ;J(:+~J也改旦 I叉，:こよって糾ド言？判されしてし、る． この土坦
改良1ズ0)之［出iTitn(::t:1」6,000 haて '.2T[j :2 llf J、H・:こ広かり，その条l介旦（土ら，600人（こitする区）．役員
已:12名(!)」1,Jr,J'l1'Jrり）互｝也て決；しさ九る］用］『」こ， 4名の麿:,:~·j『から成る．総代 (;t 106名てある．
区:
J: 〉：こ） -.,:i竹）iJ 
)'1'.: こ1lこいる 水路(})
、 ? ? ?
??
? ?? （
:{j)'i: へし））分水l1¥:o) ! 罹忍と， 各州化闊）］］水罰への叫［しな記水と打うことか，）IJ水J!ll'i 1~1~1 におげる手阪）I 
上ゲ）IJ水」こ」也改い［夏の最大し')イt・J『てもる．訊如i」「lUi地区：こ出り上所か設けられて、おり，水1]予2人が
水：1i: CJ) {1冨］とそ汎それり）り冒是）IJ ;Jくり各へのり7]くの亡めの水l叫父作を『」って＼＼る． 了Jf:UI-じケ）［］水路や怜











る』□泊i:i/J¥. 左臼う會人、→予水［主よ流地畠:1こ）Jc平）じか．‘ぢぎ亡I界に， 3つ以＿＿卜^ の分図の変詞『に J:っ
さ九るものて，ぞ 0)給Jドカ訊は丁刀反J1じケ）廿:;rj噌Ii(パ危I州を第 1分1戸から第：3分区主てと，第 4
ら第 7分区主ての 2J也lていこ分け―, 2111『1:りもしく［土48!1、1」li'IJ交代て祐水する出のである 19)
の7つの竹祝）IJ水系統1人）の水利氾似；！］：手］仄川七ケ）fl 水—I::地改い［夏の 7つの分1ズによってそれ＿
てし、る． 分1ズ:rt分1戸J―こと分1ズの給位給伐の1:りで忍：1:, さ』しる
る．元：こ述べ土丁販川じケ）I]水［地改良図 O)]叩j『戸，そ九ぞれの分lから 1名な＼、し 2名選出される
が，これらのド1い］［も 1尺Ji菜分1ズの寓議こj_)に1廿j叶；し，分1図直翌sを指尊ナる．分1ズの仕市：［；］：）月7Jくの心『［厄配
り，そのため（こ';腎茂委員が1/1 心：こなって主巧水 1りを冒：｛！「する．氾水 11-~に；，'i/)分的1t.水r'川町『て・f9
てき託<1:cった場合(t、，分「ズ独白の1人］川予水左臼う. F'、］川番水ば分［丈の詞1月］を上泣か
と1j1姐1;,・1喜鷹の 3つに分け、交互：こ給水ずろらのてある. 7つの分［天には＼，ヽ ずれら」噂凰と中祖1;,
さ九てぢり，こ九ら'.t分1二 出平位地 1ズてらある 20)• し、や
り） さら：こ筒爪It水月）血喜袖修を臼うか，大き衣 日ニケ）Tl水士地改良区





＇丘竹） l水（主必使水いを」：迅 0ー ）ザイ、ポンカヽ ら受け・]旦り， 1ごh'の芹J3,000 haの水1「lべ｛花置する．
と）・iJ水酎分とりうの力；，い；竹）I J 水 :::I~--地改良 1ズで克る．）！］水げじ分（主，、通爪 ll『［こ［ご予イ
ポン吐出I1 jと主化水1汀り）,;Ii]整二よってはさ九る．‘凸竹）l水（土」□郷とLI」)I, Iヽ祖1パ・得1五の 4賛祝iいらな
るが（第 1!YI), _/翡悶）IJ水忙各；こ，没げらhtこU1JIJTJ水路の分水rJと） 上郷）n水路、7)¥ -いド祖lJl水路と
ある分水11が以もf(麦幻信ものである． 他の小水1」!ti月係畠二幻こよっ -->' ご，了L
る．かつて してJ[j水昌か減少すると香水 されえか，大日）Iタムの (~~ 不
及と1sり， 1962行力：」＼之｛麦のらのと厄った．
l水路の几浚し、げ、，受益 O)JT]水路 り応てられてぢり，土地改旦
の紐切をするにすきな＼ヽ．上郷）I]水路二｛ヽ ．祝が，他0)JiJ 水路 '.:L一部か1967~トごてiこい訂；市菜によって
了してし、る. ?¥fi-!J IJ水0)罹似直¥J¥:こ(;い）甘水小）じとflIJ〉土め：こ10カ所：こ褐水恨が設げら、iして
おり， 主亡悌）1 o)~ い）ドに広かる］』水が且 Ill 池叫•：こ：い 9カ）リ『：こ闊：水l炭力＼立げられてし、る． こ九らの担
水・り「水！畏．場（よ'Iふ；竹）1水」j也改J込［又：｀＇こよって 1/.L以和i:-n,t:Jいされてし、る．
4) 水
水路から分岐する 水路と l喜りの末闘,¥)TJ 0)」見：lk; と， り） ~If 々 IISIII 」.
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名・信を加 ことりみてみよう．上林闊滋 の水田は， ＇＼直樫）I~ 水と祖1;川水によって訛訊されてし、る. 1908年
に且地整汀［かうし成 し， 支線・末闘翡の）］］水路は整価され，直綜的に仲びてし、る．南北に走る竹線）廿水路
から正）UJ: こ 支綜）廿水路か妙岐しており ， 分岐、1、1ょには鉄製の水 1汀が設/1~t されてし、る（第 2 1ス! ). 水I唱i
竹・ よっ て「いこ、（こ行わ、｝してし、るか， 吝水のI釈に(;j:_分［夏のりJJ「/Iードに、おか、h,・1、祖Iの農民
か行JIU.する．番水が施行される場合，;'.{-i乳各内の受益名がすべて出役し， 区Jこと生肛組合長が指図して
1枚 11文の水 1日：こ王るま ての i~i~水を行う ．支線）l水路は;・¥1;治の大名1;分の）盟家がI関係するため， 共同て
糾オ1ft旦'I!.される. 3月下旬；こtrn治てし、っせ＼，ヽに実加される江浚＼、しまその代表的f「文てある．
文線川水路からさらに『げりに本凶翡川水路が面北方向こ仲ひてし、る．この地区てげ、」1地整迎が史）j他さ
れた年代が古＼、ヽfこめ， 丸闘，；川水閉各は土水路のま まであり ，JT関水路も木分薗の部分力‘ヽ、多し、（第 3図）．
末端用水路の斎H特信湛lH恥田緑の関係各にまかせられており）（夕I)えば蚊近辿水をよくするために加k




完仙さ れ亡水利加設｛こi贔づ く1打然侃卜.式訛狐方式によって， 効率i'Iりに記分 されてし、る. iil~ 分(Iりには多
くの間辺な合んて＼ヽるとしても，全体1『J(こはか紅り介］平1Yー）な罹漑ンステムがみ られると＼、えよう ．番
水などの翡雷給水， 特妹な水利U~i1・ も稀てあ り） さらに」ゴ流とー「流，あるし、は左炸と ~ j )'; _'.:などの水利
第 3区l 文緑］！｝水屑I，矛/ij(J『々 lドIl」」'.1ボ胄砂匂，
1976{じ）
貨〗 3 1区I Jiぷ’贔；月j;j対1賢紐，l（野ノ々巾!i」上林部
洛.1976年）
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乞め<・;,:)j巳域(1り対抗u、,j叫！めて摩］し、． こr})、.J:')
のか， ；；）るし、：）“、と 0)ct〉バ条('Io)もと
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m 明治中期までの農業水利
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ると， J也ド水や拿水と判）IJする
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第41叉1 ミ＇裔j]文JiJU)恨1月］と1900汀―:tJ'j(})i:『紐u甘ノJ,:U) i{i ifE :J凡［月］
llG 人文地即学研究
間に，それぞれの取入 1ご1を設けてし、た．右）r 
にこ上流からい＇，；樫 と郷， i―1-q」)[_Lj t'i 大），変抒，
叶コ,iaj, ~ りrI少）1 o) 7,.,. つo)Jlノドカ；， に 3伯lの
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買¥5 ¥・:cj 了-J¥zlI J¥i状i也：こ｝；：ナ <J)i j水路料j(1900'.j'.t_{j) 
1889打のlf!JH闊施行：こもしく 1890年の水利w合条例の）崩行；こよって， 丁阪）111:Ji :IJ~ 地て/;U891~ 「に石芹
に 7つ， (t 1つの州［通水刊象且介が成立した． 水llJ斎I.合の文配i(jifi¥(1, :l、000h孔：こ迂し











第 2表 丁寸兄1恥状坦：こ匂ける 8つの用）］くの灌漑l'1ih'iとJil水分水斌
乳噌閃面忙c1s91in I m水分水鼠(1903;1") 料n;r閉i也i1't.(II ilJ j、])





















r,  .I!I 水
ll 水 l, 3:37 34 
:ri 水 l, :1(-i:1 :14 
川 ,;J< 1, ()83 10 
、!J I し；I)＇ ノ]< h'.27 73 
r J 1 ,! ● ：〗 ｝｝］水 5:30. (:i8 
乳i む〉」II Jli ―;)-( . 218. -14 
（手取 Ii しケ il水介,:I) (G, 985. 95) 
笠了 t『 }「j 7]< 1, 7()4. C-il 
? ー?
l l 8,750. 5() 
14 0 12 94 rn 9 i:, い!1'◎畠奥 幻， •一→:,r. り，ノ~!IJ, '祖1; , fi『はIll
15 :"3 17 78 23 2 H, 1i退il! 竹'•;'):\ 廿， ・. ;: ばし、 ＇！印附j'.,◎ ‘りi;,秤 11,,1 I, 奥
15. 6 9 73 12 7 ＇闘，』」l、l」、城打・ i訓、ti ; ,任I / 1 ,◎ I I I i;l~ ' 山
, Il 、I也｀ 松I「:
19 2 ! 11 8(; 1.5 5 i言'.Ji 11, I、1」r,j. I I ¥J1成，i甘蘭り手洗，◎-木
7 2 5 62 7 3 ◎ 改111:, し，柏野 笠1/'il, 礼;・1WI, I¥ i晶，ILi 
() 1 CS 20 (i 8 I I 1,L,J、N,jW/, ◎比楽 ，i,:~, 11リ］， 位深
? ~r c} :3 G4 .1 8 化斐畠， Ijl)ふ◎亨深，砂川
(79 9) (Gt:i SJ) (87 :i) 
20 1 0 73 12 7 ◎ J-'双・r.l-・i-」こ，匁諮， IiiIT!' ~1i" 、;n『，牧，
?F, I月If寸
“―. • - 一- -
JOO 0 7(i 56 100 0 
•ヽ·- --・・ 一-・-・-― -一・ー.―--ー.―,-學—―“●・- 晏.・---・--~
臼，i!-: f-J¥.:J ! Iしケ)¥j水J-_i也改」J,<f((戸：『Ji'く）I  I_ヶ！！；水・?;:辺水『!J象l介明召i二l-/"~i以 i;:r, ―、J;:j芳］
]□ 1くJI!)1]ノ]<Ji'くノ9、I―i合f](:-1こ'),:,;'と,I1 - J~ I リ j;i;:. 
ti且、 iりt;'・t;tl"l(1956) : li!H130'.!'-J文了Jf!.JI I:;]<系 1; '1 〗、水刊＇）、徳甜1]予f; i ; . p. 109, p. 170 
丁1阪）I)汀状J也の計IL!尺(ITI月、） 117 
水利斎I介条例）j釘―J・.0)翌・作に 8つの打逍ノj叶IJ祖合か一斉に成立． したことは，それらの面身であったIl]
月述合公ヵ'./Jヽ/:cり条I斎i炭こ ってし、たこ となぷしてし、る． 立た各乳l介の『＇；岬役場力：，罹漑印＇じ IJo) l:t、ぼ「1火
に位齢＇する Ill」lJに1'.化かれたことや， ＼、ずれの）IJ水もその灌暉範訓を上流から上姐1;と1加[¥)-, 場炉こ分
け，否水のI緊0)給水i'(1_位 とし てし、左こと（よ，すてに蔀政J[:jから行政のiJ直し誓:J州の下で，｝且状地全域に
わたってほほ:--1玉な水1リ連氾］が行わ』してし、／こことをI乳／ードしてし、る．
叫佑v1Jwi; こit, およそ 3,., .~ こ1/文川水不）じによる旱魃がおこった~:n. それに、｛平ってたびたひ激し
＼ヽ）j(~ 『lj紛了1-;うヽ みられ応力＼ さらに重使な[:lJ)辺（よ，訊水による水1」lの流亡や坂水）旭設の破J文てあった．
水利組合による水利）；直設の糾打平，;：」［訳、i、，了収）Iには＇げられた Jiえ水）池設と大江とよば九る！竹線）Tl水路に
ほほWJ1しされて＼．ぐになかてもJ!'i.水）池設0)1孔保：，t, 各水利釦合が最も力をtLし、でし、たものてあった．
この こと｛｝’、, 餃の手l¥1)1しケ）l水介1]JI~ 水I―]として1ぃjー 場所が利）Tlさ仇ること にな った阿久ぷりケ淵＇こ
ぢける‘バ＇；樫川水］且水 1:―IO)羹ftT三j¥:o)・jlj地によっても IJ]らかである
．｝） 許』且水lJ岳LI・介 0)糾．奇．歳と水fl」IJ't-rJ
各幹・祝川水(})罹慨範 w~, 、いすて（こ辿べたようにし、ず九も 十流から上郷と中郷， 下郷に分けられてし、
↑こ. '.い1い）IJ水0)場介を（夕1J:ことると， I・. tl!1: こt;U5立1り忍が』信 し， その罰鳳而砧(.裏 395baであった．中姐1;
に：;_ 1 :l i:1;、や;/Jヽ， ド郷＼＇こit15 i;-1/各；!J; J瓜し， その罹閥j(1i 1五くよそ且ぞ九 36公.1 haと 550.1 haてあった．
川水路：こ設け ら、｝し立各合1幻・、各への分水口の消孤面柏を名応して，それぞれの姐Iがほぼ的しし面i柏と
ばる よう：こクjヽ',l;IJさJ,lたら 0)と巧え ら、｝しる．
心！札砂川水 i(()山水利条Il 合（よ ， 信;:J1!l .)り 1 名 と糾合議L-l~O名）歪旦 4 名，数名の事紛員から成 り立って＼， ヽ
こ/(_!州ドと 'li一務rし(;、， ド‘・ .l叩役出てあった‘！信奥~::jのH」こと役場i炭員が兼ねてし、た．委旦（・ド『設委員と
よば)1 る）の {t•]i( ;;:、， 1叶じ;jくと系I合！」;:; 『'、の設n・1・, 犀LI 介事文 の犀，•一 ，1↑てあった24). ！之」こ：祖Iヵヽら 1/,, 「j:1
郷から l人， 卜郷から 2 人選出されて し、た~,八褐水I:『にはJ • iて狙l選出の委員が各m;落の区長の心見を
叩りま とめ，げ＇」用苫に1jし！甘た後， 予水が伏ク［された. 1間1 々 0) ~;11予辿水利糾合の文 i肝じ笥 1111 1付ての番水を
小香水， 8つの）甘水による丁:阪）1国jJ、」也仝域に臼よぶものを大香水とよび，大番水のIがは小番水が必ず
行われた．小呂水(t」別1にある分水I―lを一翌Iある＼，、は全而的に1刈じ，下流へ通水した後，中・加の分水
して］、加 へ｝廿水乞迅るとし、＇）らのであっ fこ. i悴線）fl水路から分餃する1本の支襟川）に路を炭数
の部治かれJIlする場合やJ ある名仏府の取水「］か他合1バ各地1付に設けら、九てし、る場合にはJ ドー流の存Vi落が
上流0)i駕沿へ米や洒をJ.J参してよしみを通じて．おくとし、う ・I『、［行があっここれをf代米とし、った？（；）．
了収JI1、i:I)~ 地の 8 つの）甘水の 1 什 Jiこ：恥極度の水不足の It乳（土，大予水を行し、'J~:.流の）TJ水が下流の）］］
水へ分水する と はう ·ll'! Y1 が，り直力な藩1惰力 の 1,:;:~督竹:Jnlのもとに確立してし、た．このことが， 1891年（こ
且ばれた ・-『順川通八ケ）ll 水二 I久］スル笑約 」 によ って明文化された ~n_ この契約0:;による と， 手』反川
の水l礼が減少し，各）IJ水I!'dて呂水や分水が必笈とな っに場合， 8つの水刊組合の信汀用者と歪員がり、ま
り， fij『（た方広を検叶することになってし、た．分水か加行されると，そ九ぞれの川水の阪水版の設置ー場
所：こ他の）i liJ;:o): げ］印打と歪員が． 一tr ら合＼ヽ，人夫を•｛斤『車 し て w~水．堰の切り 払し、を打った・こ九：こ必衷な
工・n費は，分水を似初に裳求 した水利糾合が支払うことになってし、たが）］此下流の糾砂川川水ぱ， 1回
118 人文l叫見望飢応
























廿'Liて □つ：こ分か、hてし、乳こ, B 
??
水1310 a, 炭I「l0. 3 cいだJ也15aど）リ『1Jし，
'.20 a rJ) ;Jc I Tlどl)I:(『ずる U(『J也工で応っtこ． こし））」一＾
地『］『イ［状況，とみろと（第 6[メI), こ())立l喜；し1)』（『J也






































わ且てし、こ． こ （土， 1、i嵐］） てし、之．
丁•収，I 扇状池の地鳳 (II林） 119 
IV 手取川七ケ用水の成立
l) Jll水のJj:. くり入オしと 汎水
明沿WJUJ:こ(t8つり〉） 11 水力；丁,mm 木流：こそ九ぞ)I・ 1虫 ］》： し た阪 ;Jc,~, を設げてし、ことめ，褐水期！こなる
と上流 Jll 水 '.」•、多鼠 J仮水を il :なし、，企水さえみら，hたが， 卜油のU.r,1;ij J ! l水や大）政青：）iJ水，叶1,1;,ij)1水，祈





大き 〈ず るこ と こだ っ た ~8) . このような」1/1.I  I
から， 1897・;「か ら1902年にかけて右）'/の用水
殴入IJ合m す匁わち合I] ヵ；県,;竺f
〗、として ji)血されることにだった ． Lヽ'i}Jt ; こ了
］反）I Ji 、j~J~j也リ） 8 .,_) o) JIl; ドJl)A1.・1 !!){、HJi 力~ti · it111
さ）l, 18q;)~j-. J) リ i1, て 文ー、l十る:!.itl'iカ、
決りしさ，llて＼ 、亡ヵ;, 1別9G{!の）-.,:y共水によって
了'.jl)J 1し1),)I1'i'.J)しi;J-や各）FJノ］＜｝烙；fJ ; 、;)~刀_'(!'、J1<: 
されその役1u:こ費）廿力、かか り， ：「）Jr :iI仙/J咳
夏さ、iしこ.}jツ:)/O)'曹,r¥i¥J[j 水：、~:ヽ） :{ i l1j'.と(;t別：こ
復ILー工事と iU水1の改汽：，と行 った．すなわち
そ，｝し j:て]i: 虹1所に設けてし、左］反水「Iを 1本に
亡 ， ・ケ 'i:t:•'J 点 ，月が'"








して） J『た：こ従宋の蚊I:・.流 0)阪水 I□1よりも象り 1km上流の天狗璧に新取水 1二］が よって設け
られた．＇畠1塁）ll水以!"7つの川水の合1Ji取水口は，阿久醤ケ淵に．新たに設けられ，そこから坂水され




水粋通水利組合設立の叫噌hがなされ，翌年に組合が成立した:l())• この水判組合は， 1903年 5月に完成
した丁販川七ヶ）「l水合同取入にl:および合¥'i'1]Jlj水路， 7つのi:全線川水路への分水l□Iなどの施設を県から











































のまで30~40% てあったものが， 60 %T1「［後にまて. 20,000 
附}JI¥し この切から取水状況が應［化したことを示
してし、る． こと［こ1934年［こば了阪）I末li''l布の大洪 10,000 
水が詞ぎ， JF水月見（主大部分流久し， しかも取水fl']
へ、三三全~二
の前廿'fiには 5m もの土砂が推柏して全地域が 4 O 1905'l O '15 '20 '25 '30 '35 '10 '45げi:,如
日間断水した． こ 0) ]州由によって， 1934~ 37年ま 第 8只i :=;:n又川し・ヶ出水将通水利組介の文:Ilの変化
での1言：費と・・,り付金の大幅なl許加か生じたのてあった．
3) 手］反）l卜じケ）IJ水の大香水
手坂川では 3YJに流いか↓許加し始めJ 4月と 5月の荒起しや代掻き ¥I]柏の時其）J /; こ最大の流且がみ
られる. 6月と 8月は流鼠か少なく， 7月の梅田川」にはかなり流鼠が附加する．この 6月と 8月の硫
畠の減少のために， 手取川扇状地て旦しばしば水不足に1狛ったのてあった， 極度の水不足の場合に
は，番水が『［われた．手坂川七ヶ）Fl水が成立：した餃，そ九までの小番水は/J、」）I 予水とよばれる ように
なった. 1905年の合口事菜以後の大酌水の状況をみると， 1973年まて約70年r:けのう ち28カ年に氾;~、て











































































































































































し'r!l 1):); i'r ;j i:I数
-19'70 " fc/7":;,; Ti•:, 
;、 :I¥ fl[! 1:j L.:'; ,Jj ,J、!:J也改_,・,;_;各'.':,・{;Jli!/;/'.'t fJ位）1 L 1!!1!、』1',咆;J;{、I]
HI:, "h ! 名ih,分1)、.'i=_,沿、小!')J:? ;i: Jli-,.¥ H'l (:Ui ;¥;:16 :J'-ci 1J){」i:14 fj'.  ヽ』テ），（！開
il IL:; J') ;, !,') il!2-I : 1 · 、•1')
2: f][!/;Jしク）il水I:!也改！‘ミ!<: f';'. {,・: ! i Ii Iリ，';兄':1lIr取ilし・グJi!、水，)',通 ;j:r] 
; :1 ,'J'; t 1¥. 1), :,! /:.; td:; :1; ;1:;t.; lil rn,'; {!125、・2H'-)
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-- . -----------— • 
資n:『lf/.1i Iしク）¥j;J(u也且'r_fi I /.f'i.、{i: { ill¥l_,1 
ノ;j'1J,li'if,: 1]¥ I'Jl /;',:'~Hi祖韮 iiサ (1!}!;';36 J、!)
僅少 ：こ'-・.、:,n;w1ィ；:,f 12. 1 : 27. 3 
ケ ill ノ）＜ 判， i直*手11w :~·1 r ;,:;う)iJ' 
ち，1934イトのものは， 1共水によって坂水 lコが破欺されたために行われたものであった．この63回の大
香水のli『Jリlをみる と， 26[可が 8月直［半に丈廊され， 次＼， でヽ8月下旬と 7月上旬と なって＼，ヽる3:n. 水不
足になると 内川の3つ以上の水利組合の管遣l旦者が、連署して手取川七ヶ）l水i普通水利組合の竹岬者に番
水の此求／）：出 され，記水協議会が間かれることにば っ土． この会で， JJい也l灸 ク}を !J〖(こ恢詞さ ，Jし，
水が{);:;しされた，大番水の方広は）1汀巨）I-じケ）fl水の罹i慨範訓を宮樫と祖IL1-1―Ji、Jo)3 JI! 水と，山息j,
大炭、11', r Iリ喜， XJr砂）1 o) 4 JT水の灌漑附砂I』IHこ 2分し， 訊 11~'.i:l!'iあるし、は 481;'}1!'1]交代 て糾水が行われ、
↓、 :J.l) 







っ応水lJtl皐鷹でもっ亡. 7つ 0)月1・{1:t, そ九支て、o)hJ・Jc o〉
『Ji;JI Iしケ）!]!](許孤）」く利組合：こ移信：すること：こよって， I人JJI I水刊嵐，夏




y,iJ J 1忍ど）n ;J(;i;l と-J一る !' 
るの てあり，
が別々に了販）I から暇水して＼、土1902年以
















られ, ~:111『 11¥J餃の 8YJ 10「I!_「1り6
昇し亡（第 3宍） • s n 11「l午;1麦(3
,J: り）巳i'1:o)T'i Iり）］］水へ0)給水が始めら，｝し］こえめ，上
．????????
















取水CJO) k:1-J 2,400 rn下汎：こもったこめ，；し［水J!:j]/1こげ、この収水｝化を｛確侃て苔ず，末流部ては）］］水不足が
しく衣っ亡．
1903イトJ),1FTIこ(,t --八ケ）l水i'1c水二［州ス）レ史忍:JI (こ）長づし、て且エ水州の口;1,j整か1」iっ九てし、たが， 右界の
合「l以後，了JTZ)1じ・ゲ）l水と官竹）l:J水の代人古 fい分水三議を/}Jjき哀水いを検叶することとなった:rn・
手翫）Iじケ）rJ; ドカヽ ら官竹）IJ水への分水(i, 1903年から1949年主での47年1り］に 161I可打わ九た．分水回
数の甘［移をみると， 1920年からそ 0)¥1]放が急増して iゞり， 1930年前後にはfo年101り］も分水が実怖され
るようになっ亡（第 9¥又I). 分水叫数v)J曽Jmぱ，分水のIf'¥行がしこし、：こI囚!Ic化してゆき）分水が哀易に
行わ且るよう：こ':tっfこ］こめてもる． さらくこ』地吹児が晋及して水田面柏が拡大し此ことによって:JS)'
JI Iしこことら，分水1可数0増｝」「lの原1囚lと，考えら）しる．分水は 6月下句と 7月下旬から 8
















-,.、：↑るIl[人： L文正1こ始：［っfこl!i). _; との悛 l~JOO{[から '.t 」）I J也












ー ー 、? ?
び）焚1;);:こ土
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b6.75汀1:i/ sec. O)うiぅげ6.75 m:'/ sec. (t、) ｛衣匁ミとして
ら限り人、礼ら仇てし、に此め， ャ履水や訊水 lk11 の 1製の破欺によって1—・クロ1 取水いてき仄かっえ．
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The Irrigation System on the Tedori Alluvial Fan 
Akira Tabayashi 
r『helandforms of the plains alon旦:large rivers in Japan are characterized by steep gradient 
alluvi81「ans. On these plains, irrigation ¥vater is diverted by clams at the mouths of canyons or 
ravines, enters main canals and runs by gravity through secondaxy canals and ditches into the 
inlets of padclics. Tl1is kind of irrigation system is very typical of ,Japan, ancl we can find one of 
the best examples on tbc Teclori Alluvial Fan in Ishikawa Prefecture of Central Japan, facing 
the Sea of Japan. 
]n this paper the writer attempts to describe the present modern irrigation system on the Tcclon 
Alluvial Fan, and considers the essential『actorsof the system through analyzing tbe process of 
the iri豆ationsystem after the Meiji era. 
At present, iffig・ation water for about 12,000 hectares of paddy field on the Tedori Alluvial 
Fan is drawn from the Tcdori Iもverby means of the Hakusan Diversion Dam at the apex of the 
fan. The wster divides into two psrts: tl1ree quaters for the right plain of the fan and the 1、est
for the left one. Then water runs through main canals and ditches on both plains and finally 
reaches the i nltぅtsof paddies. When river flow fails to meet paddy requirements, water from the 
Dainichi River Reservoir makes up for the shortage. There are very few problems of ,.vater shor-
tagc ancl uneven wntc1・distribution with modern irrigation facilities and advanced techniques of 
water control. 
The modernization o「theirrigation system on this alluvial fan began in 1902 when seven old 
water intakぃswere amalgamated into one on the right bank of the river. Before the intake unifica-
tion, seven inigation cooperatives on the right bank of the Teclori River and one on the left bank 
independently diverU~cl w:1tc1・by their own diversion clams built diagonally across the stream bed. 
Jt was difficult at that time to get sufficient water by these primitive diversion darns made of 
stones, le以・sand ban1boo nets. The melting snmv caused the Tedori River to rise cosiderably in 
early , pヽring, ancl the weak clams were sometimes destroyed. Besides, during・a drought time. 
nbuncbnt water W8S drawn by upstn?am canals, but insufficient ,vater could be drawn by down-
stream one. 
詞 !lowingthe intake unification in J 902, the Tcdori River Seven Irrigation Canals Cooperative 
(Tcdorigawa Shichilw Yasui 1切tsuSuiri Ku.miai)wbich would carry out water control efficiently on 
the rig・ht pbin of the alluvial fan was newly formed. On the otber hand, the condition of the 
?viiyatako lrri旦:ationCooperative (J11iyatahe Yasui Futsu Suiri Kwniai) on the left plain became 
worse, hocause the newly built intake upstream on the rig・ht bank got the more volume of river 
flow, and it begnn to suffer frequently from water shortages. A severe dispute between the bvo 
cooperatives lasted for a long time before the construction of the Hakusan Diversion Dam in 1940, 
improved later in 1949. Tl1e Hakusan Diversion Dam was built by an electric power plant using 
irrigation water. In onler to obtain enou旦，hwater for generating electricity, the company con-
structecl the dam and acquired all the water for the irrigation of both t11e right and left plain. 
After usin葛waterfrom the Tedori River for g・enerating electricity, water was distributed to right 
and left plain with a seven to one ratio. In reg・arding to tl1is ratio, the Miyatake Irrigation 
Cooperative which controlecl one quater of farming area of the fan was at a disadvantage, and a 
dispute of water distribution lasted. This problem was日nallysolved by the construction of the 
Dainicbi River Dam ancl the attached reservoir located some distance above the Hakusan Diver-
sion Dam. This reservoir can store additional water during winter and early spring. 
Through analyzing the process of the modern irrigation system, it is concluded that the essential 
factors which support the system are naturanl conditions such as a heavy snowfall and a typical 
alluvio.l fan lanclform, a historical background of irrigation associations and policies, and an 
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advanced water-saving culture of rice. Besides, most of farmers have found less importance in 
rice cultivation and irrigation problems, because the number of part-time farmers who are engaged 
mainly in non-agricultural jobs is incresing recently. 
